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積極的な考えや態度を持ちなさい 
 

 

 

 



今年の女性大会は苫小牧 

  

今年で４９回目の女性大会は、上杉神父様を講師にお迎えして苫小牧で開かれました。各教

会からの参加者は、７０余名の賑わいでした。 

 

大会テーマは『東日本大震災被災者に寄り添いたい』でした。 

上杉神父様は、震災の発生間もなくからボランティアとして現地、宮古に入ら

れました。その後、何度も、宮古を訪れ、他団体が引き上げた今でも活動を継

続されています。 

 神父様の講演をお聞きしていると、報道では知ることのできない、被災者の生の姿がリアル

に伝わってきました。活動資金の少ない中、被災から３年半が過ぎ人々の被災者への意識が薄

らいで行く中で、弱い立場の方々に温かい眼差しを向ける神父様に共感しました。そして、ま

ず、被災現場に立ち、自分の目で被災の現実を見る大切さを知りました。 

 私にも、何かできることがあると、悟らせていただきました。 

                         （記：小塚） 

 

 

 
10 月はロザリオの月 

ロザリオの信心は、聖ドミニコ（１１７０～１２２１）が異端と戦っている時、聖母マリ

アからの啓示を受けたのが始まりだとされています。さらにドミニコ会士らがこの信心の普

及に尽くしたことも大きいようです。一定の形式の祈りを連続して唱える修道会での習慣が

何時でも、何処でも、誰とでも自由な形でできることから次第に信徒の中に浸透してきたと

考えられます。10 月７日は「ロザリオの聖母」の記念日ですが、これは１５７１年のギリシ

ア・レパントの海戦でキリスト教徒がオスマン・トルコ軍に対して勝利を収めたことを記念

して、聖ピオ五世教皇（１５６６～１５７２）によって定められました。この勝利は、ロザ

リオの祈りによってもたらされた聖母の助けによるものであると信じられています。またレ

オ十三教皇（１８７８～１９０３）は 10 月を「ロザリオの月」と定めました。 

（カトリック中央協議会ＨＰより） 

 

                              カトリック中央協議会 HP より 

 



 

「大いなる沈黙へ」は構想から 21 年の歳月を費やして製作され、長らく日本公開が待たれ

ていた異色のドキュメンタリーである。 

 フランスアルプス山脈に建つグランド・シャルトルーズ修道院は、カトリック教会の中

でも厳しい戒律で知られるカルトジオ会の男子修道院である。修道士たちは、毎日を祈り

に捧げ、一生を清貧のうちに生きる。自給自足、藁のベッドとストーブのある小さな房で

毎日を過ごし、小さなブリキの箱が唯一の持ちものだ。会話は日曜の昼食後、散歩の時間

にだけ許され、俗世間から完全に隔絶された孤独のなか、何世紀にもわたって変わらない

決められた生活を送る──これまで内部が明かされたことはなかった。  

 

 ドイツ人監督、フィリップ・グレーニングは 1984 年に撮影を申し込み、ひたすら返答を

待つ。そして 16 年後のある日、突然、扉が開かれた。 

 彼は修道会との約束に従い、礼拝の聖歌のほかに音楽をつけず、ナレーションもつけず、

照明も使わず、ただ一人カメラを携えて 6 カ月間を修道士とともに暮らした。なにも加え

ることなく、あるがままを映すことにより、自然光だけで撮影された美しい映像がより深

く心にしみいり未知なる時間、清澄な空気が心も身体も包みこむ。 

 

 

 

「大いなる沈黙へ」HP より 

 

上映映画館 cinema Taurus(シネマトーラス) 

      苫小牧市本町 2－1－11(苫小牧中央ボウル１F) 

      ℡（0144）37－8182 

      月曜定休（祝日・映画の日は営業） 

      料金 1000 円 上映 10/11~24 

 



編集後記 

 毎回、おとずれの編集には、皆さんに伝えたいことや教会の取り組みなど、

参考になるように、楽しんでいただくようにと工夫しています。また皆さん

でアイディアや気付いた事、要望などをお寄せください。 

みんなで作るおたより「おとずれ」にしていきましょう。（小塚・浦） 

 

ありがとうーヘルメス神父様ーさようなら 

 

 ９月７日（日）苫小牧グランドホテルニュー王子にて、アメリカへお帰りになるヘルメス神父様の

感謝パーティが行われました。５名の神父様たちと各教会、各関係者ら百数十名を超える参加

者でした。 

 ライヤ神父様の涙をこらえながらのご挨拶に始まり、苫小牧教会の皆さんの聖歌合唱、舞踊

「寿」、各教会からのお別れ、感謝のことばがつづき、締

めは上杉神父様のヘルメス神父様への感謝、お祈りで

した。素敵なお言葉でした。 


